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(論文審査の要旨)  
学士（理学），修士（理学）HUA, Quoc Trung 君提出の学位請求論文は，「Development of 


















AChE の安定性を高め，AuNP と f-MWCNT によって，センサーの感度が向上することを見出し
ている． 






ている．最終的に，pH 緩衝能をもたせることで，サンプルの pH 調製せずに分析が可能な 3D 紙
基板デバイスの開発に成功している． 
第 4 章では，電界紡糸（ES）膜と 3D 紙基板流体分析デバイスとの統合について述べている．
AChE を含有するポリビニルアルコール（PVA）溶液を電界紡糸することによって、多孔質構造を
もつ ES 膜を作製している．この ES 膜を構成する PVA は，AChE を保存する上で化学的に安定
な環境を提供することができる．そのため，有機リン系農薬の比色分析のための 3D 紙基板流体分
析デバイスに ES 膜を組み込むことで AChE の保存安定性の向上を達成している． 
第 5 章では，結論と今後の展望を交えて述べることで，本研究の成果を要約している． 
以上要するに，本研究では，有機リン系農薬分析のための使い捨てアンペロメトリック酵素セ
ンサーおよびワンステップ 3D 紙基板流体分析デバイスの開発に成功している．このような研究
は，分析化学分野において，工学上，工業上寄与するところが少なくない．よって，本論文の著
者は博士（工学）の学位を受ける資格があるものと認める． 
 
 
学識確認結果 
 
学位請求論文を中心にして関連学術について上記審査会委員および総合デザイ
ン工学特別研究第２（マテリアルデザイン科学専修）科目担当者で試問を行い，
当該学術に関し広く深い学識を有することを確認した． 
また，語学（英語）についても十分な学力を有することを確認した． 
 
